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中学校英語科における小学校外国語活動を受けた接続教育の効果的な指導
-第1学年の文法指導の観点から一
学習開発コース (13220903) 大山 泰
中学校英語科では，小学校外国語活動(以下，外国語活動とする)の経験を踏まえた指
導を行うことが求められている。しかし全国的に協続教育への取り組みは未だ不十分で
ある。本研究では，外国語活動による生徒たちの変化を調査し，中学校英語科において，
その結果を踏まえた授業を開発・実践することを目的とした。調査と実践の結果から，外
国語活動の記憶を喚起し新出文法への「気づきjにつながる活動を取り入れることが有
効であることが明らかとなったO
[キーワード] 接続教育，中学校英語科，小学校外国語活動，文法指導，気づき
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在および研究の背景
平成 20年の学習指導要領の改訂にともない、
平成23年度から、小学校で、は外国語活動が開始さ
れている。平成25年度の中学l年生は， 5年生，
6年生と 2年間にわたり週 1時間外国語活動を経
験してきている。その目標は『小学校学習指導要
領外国語活動編Jによると「外国語を通じて、 言
語や文化について体験的に理解を深め、積極的に
コミュニケーションを図ろうとする態度の育成を
図仇外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しま
せながら、コミュニケーション能力の素地を養う」
とされている。一方"u中判交学習指導要領外国語
編』の中には，第l学年の指導に当たっての配慮
事項として i中学校の指導計画の作成に当たって
は，小学校における外国語活動を通じて培われた
一定の素地を踏まえながら，中学校における外国
語教育への円滑な接続が実施できるよう配慮する
必要があるい と明記されている。このことから，
中学校では，外国語活動の経験を生かした指導を
行うことが求められている。
文苦闘ヰ学唱、が全国 9000を超える中学校を対象
に行った「平成23年度公立小・中学校における教
育課程の編成 ・実施状況調査 (B票)の結果につ
いて」によると，外国語教育に関して小中連携に
取り組んだ中学校区の割合は， 平成 21年度は
55.5%， 22年度は 63.3%となっており，平成23
年度に取り組む計画をしている中学校区は
72.4%としづ結果だ、った。年々小中連携に取り組
む中学校区が増加し，外国語活動が全面実施され
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る平成23年度には7割以上が取り組む計画である
としている。しかし，その連携の内容は，情報交
換が62.1%，情報交換した内容について交流まで
計画している中学校区は50.1%，さらにそこから
小中連携したカリキュラムの作成に取り組む予定
の中学校区はわずか12.3%にとどまったO この結
果から，中学校英語科において，接続教育への取
り組みが未だ不十分である現状が読み取れる。
(2)研究の目的と方法
本研究の目的は、中学校英語科において生徒た
ちの外国語活動での経験を活かした効果的な指導
を行うため、外国語活動による中学生の変化を調
査し、その変化をふまえた授業づくりを目指すこ
とである。
研究の方法は，まず先行研究から，外国語活動
を経験してきた中学生にはどのような変化が見ら
れるのか，その傾向を整理する。さらに，その傾
向を踏まえ，教職専門実習を通して接続教育に有
効な授業づくりを検言寸する。また，実習先の教員
を対象に，外国語活動に関する意識調査を行い，
県内の英語教育における接続教育の現状について
考察する。
2 先行研究の検討
(1)小中連携
直山 (201)は，小中連携には「情報交換JI交
流Ji連携」の三段階があるとしている。「情報交
換」とは，授業参観や小中合同研修会がこれに当
たり，授業参観後の研究協議が「交流」に当たる。
「連携」とは iカリキュラムの連携」を指し，そ
れには三つの要素 I目標の一貫性JI指導法の継
続性JI学習内容の継続性」が考えられる。中でも，
中学校英語科の入門期においては「指導法の継続
性」が重視される必要があると述べている。
本研究では， Iカリキュラムの連携Jに焦点を
当て， I中学校英語科の入門期において，外国語活
動の経験を踏まえた指導を行うこと」を接続教育
と定義する。
(2)フォーカス ・オン・フォーム
フォーカス ・オン・フォームとは I意味中心の
言語理解・産出活動において，特定の言語形式(語
葉 ・文法)の習得を促すこと」と概略的に定義さ
れる(村野井 2006)。臼田 (2011)は，外国語活
動の素地を生かした「文法指導」の新しいコンセ
プトとして，フォーカス ・オン・フォームの考え
方を取り入れた授業の手順を提案している(図 2
参照)。
図1.従来タイプの授業手順
1) 文構造の存在五忍提示
2) 言語材料の理解・定着
3) コミュニケーション活動
ι 
図2.臼田の授業手順
1)小学校的なコミュニケーション活動
2)文構造の確認提示
3)言語材料の理解・定着
4) より高度なコミュニケーション活動
このような授業手順で3 外国語活動と似た活動
を通して文法指導を導入することよって，構造を
学ぶ中学校英語科の授業へソフトランディングす
ることができるだけでなく，外国語活動のおぼろ
げな記憶が喚起され，言語習得を促す「気づき」
が生まれる可能性が高くなると述べている。
(3)外国語活動を経験した中学生の変化
小泉 (2011)は，中学校教員からよく耳にする
コメン トとして，
-大まかに理解することは得意なようだ0
.聞く力はついている。
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-丁寧な学習を喜ばない。
-英語嫌いが中学校入学前から出ている。
を挙げている。
また，大城 (2011)は，沖縄県のA市(英語教
育特区。小学校l年生から英語を導入。) で，中
学校教員を対象に，小学校英語の影響に関する意
識調査を行っている。表 1，表 2は，それぞれ質
問の項目と，質問に対して1.とてもそう思う， 2.
まあそう思う， 3 あまりそう思わない， 4.まっ
たくそう思わない，の中から一つを選んで、もらい，
その結果をまとめたものである。
表 1.質問項目
① 聞く力が向くなっている
② 英語を話すことに抵抗感がない
③ ALTに対して抵抗感がない
④ 英語の発音が良くなっている
⑤ コミュニケーションへの積極性が育っている
⑥ 中学校への英語の導入がスムーズ
⑦ 英語の語葉が増えている
③ 外国の文化に興味を持っている
⑨ 英語が嫌いになっている
⑩ 入学時点で差がある
表2.結果(単位は九)
項目 2 3 4 
① 72. 2 27.8 。 。
② 16. 7 77.8 5.6 。
③ 66. 7 27.8 5.6 。
④ 27.8 55.6 16. 7 。
⑤ 27.8 55.6 16. 7 。
⑥ 38.9 44.4 16. 7 。
⑦ 33. 3 44.4 22.2 。
⑧ 55.6 16. 7 27.8 。
⑨ 。 43.8 37. 5 18.8 
⑩ 18. 8 56.3 18. 8 6.3 
この結果を受けて，外国語活動を受けてきた子
どもたちが，従来に比べて変化している点を，以
下の5点にまとめている。
1)聞く力が高くなっている→①
2)英語を話すことやALTに対しでも抵抗感が
なくなっている→②，③
3)英語の発音が良くなっている→④
4)英語の語葉が増えている→⑦
5)入学時点で気持ちと能力に差が出ている→⑩
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1)教職専門実習Hにおける実践
第1学年の単元 IUnit9:ケー プ、ノレカー に乗っ
て (NEWHORIZON 1) Jの授業を実践した。新
出文法を導入する際3 大型テレビ画面を使用し，
絵とともに新出文法を用いた英文を生徒に提示し，
文法の意味への気づきを促す。
例えば，現在進行形を導入する授業では，画面
に静止画と現在形の英文をのせたスライドと，動
画と現在進行形の英文をのせたスライドを交互に
示すことで Ibe動詞+動詞 ingJという形への意
識をむけさせるとともに， I (今)~ している」 とい
う意味への気づきを促した。意味の確認段階で¥
「先生が何を言っていたか分かったつ」と問いかけ
たところ，学力低位の生徒たちも，現在進行形の
意味に気づくことができていた。
また，実習校で，第1学年の英語科担当教諭に，
「外国語活動開始以前の生徒たちと比較して3 外
国語活動を経験してきた生徒たちに見られる変
化」について質問をした。主な質問項目と結果は
以下の通りである。
表3.質問項目
①英語学習への意欲p 意識は高まっているか。
②入学段階で語葉数は増えているか。
③音声への慣れはあるか。
④音声に慣れてきたことで，文字 ・文法の定着度
は高まっているカも
⑤'ALT に対する反応に変化はあるか。
表 4.結果
①英語を楽しみにしてきた生徒と，苦手な生徒の
意欲の差は大きいように感じる。
②語葉数は若干増えた気がする。
③音声への慣れということはあまり感じない。
④文字，文法の定着度にも変化は感じないっ
⑤ALTに対して 「話してみょうかなj というチャ
レンジ精神はついているように感じる。
教諭の回答からは， ALTへの態度など，情意面
での変化は感じているが，あまり大きな変化は感
じていなし、， ということが読み取れる。
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(2)大学院での取り組み
「言語系教科活用力とリテラシー」の講義にお
いて，外国語活動を意識した中学校英語科の授業
づくりに取り組んだ。
私たちのグノレーフ。で、は「外国語活動の経験を生
かした中学校英語科」をテーマに，中学 l年生を
対象どした授業を構想した。具体的には uHi，
friends! 1 : Lesson 71と uNEWHORIZON 1 : 
Unit4， Part 1において共通して扱われている
“Whaピsthisつ"としづ表現に注目し，中学校英
語科では，外国語活動における素地をどのように
活かせるかを検討した。特に重視した点は，江外
国語活動の記憶を喚起させること，②英語を使う
中で，縮約形のルールに気づ、かせる，の二点で、あ
るc授業の展開は以下のようになる(図3)。なお，
模擬授業は終始英語で、行ったO
図3.授業の展開
①スクリーンに uHi，friends!lIにのっている絵を
示し，‘'What'sthis?"と問し、かけ，生徒に“It's
a~"の文で答えさせる。
②スクリーンに，絵と 川市at'sthis?"という英
文も提示して，発問する。生徒が答えた後lこ，
“It'sa ~ . " の英文も提示する。
③スクリーンに，既習事項である“It'sa ~ ."と
"It is a ~ ."の両方の文を提示し，“What's"
の“ 's(アポストロフィ s)"を意識させる。
④“防古atsor防伍at.. ?"と問し、かけ，“J17hatIs!" 
としづ反応を引き出す。その後，口頭練習を繰
り返す。
([板書で，文法について説明する。
⑥ベアで， UHi，仕iends!lIの絵を用いたポインテ
ィングゲームを行う。
⑦ベアで対話練習を行う。
③学習プリントを用いて，定着を図るc
事後研において3 生徒役の院生からは「文法の
導入から，学習プリントまでの流れに無理がなく，
外国語活動を意識した授業になっていた。jという
感想が出た。
4 考察
(1)教職専門実習Hにおける実践
小学校で、英語に慣れ親しむために様々な楽しい
教材に触れてきたとし、う経験を生かしたI口教材
の使用は，導入において，生徒の興味 ・関心を引
きつけることに大変有効で、あった。さらに，英語
が苦手な生徒にとっては，絵や写真にアニメーシ
ヨンなどの機能を使うことで，英語の意味を推測
することの一助となっていた様子が観察できた。
一方，1C1教材に関しては，授業者が操作に不
慣れなうちは，操作ミスをしてしまうことが多く，
授業のリズムが乱れてしまうことがあった。また，
スライド等の作成，機材の設置に時間がかかり，
授業準備の負担が少なくなかった。出断売的に授業
で使用していくには，教師の念入りな下準備と，
操作への慣れが求められる。さらに，生徒たちが
デジタル教材へ慣れてしまい，授業がマンネリ化
するのを防ぐためにも，デ、ジタノレ教材に偏ること
なく ，アナログ教材の使用とのバランスを考える
必要がある。
次に，英語科担当教諭への質問に対し，多くの
先行研究で指摘されている「音声への慣れj を，
あまり感じていないという回答が得られた。この
点については， 2 (3)で挙げた大城 (2011)の英
語教育特区のデータにそぐわないが，これは，外
国語活動の全面実施開始からまだ間もなく，一般
の小学校において，変化が観察できるほどの外国
語活動の実績が， 卜分に蓄積できていないことの
表れだと考えられる。
(2)大学院での取り組み
生徒役の院生からは，今回の模擬授業では，臼
田 (201)が指摘する 「中学校英語科の授業への
ソフトランディング」と 「文法事項への気づ、きj
が達成されていたとの意見が聞かれた。これは，
授業の導入iこ3 小判交で体験したことのある活動
を取り入れることで，教師の発問の理解を促し，
既習事項から“羽市at's"= "¥弓latis"としづ新出
文法のルー/レに気づくまでの一連の流れが，スム
ーズ、かっ系統的な授業構成になっていたと言える。
このことから， 小学校的なコミュニケーション活
動が，中学校英語科の文法導入において，有効な
手段であることが考えられる。
しかし，これは小学校で、 円-li，friendsL]を使用
した外国語活動を経験してきた生徒を想定した場
合である。「外国語活動の記憶を喚起」するために
は，小学校での取り組み(語葉，表現，文化題材
など)を把握することが必要不可欠である。
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5 到達点と課題
(1)圭Ijj室長
-外国語活動を経験してきた生徒に見られる変化
の一般的傾向を把握することは，外国語活動の
実施期聞がまだ十分に満たない現段階では難
し、。
-外国語活動を意識した授業では， 1C1教材に，
アナログ教材を加えた効果的な活用が望まれ
る。
-外国語活動の記憶を喚起させ，新出文法への気
づきにつながる!J、学校的な活動を授業に取り
入れることに，一定の効果が認められることが
分かった。
(2)課題
本研究で使用したデータは、外国語活動が全面
実施される以前のものや，英語教育に特別に取り
組んでいる地域のものがあり，全面実施後の中学
生の現状を表しているとは必ずしも言えない。
そこで、次年度の研究では、山形県内において、
外国語活動を経験してきた中学生にどのような変
化が見られるか、また，接続教育にどれほど取り
組んでいるかを含め3 中学校英語科教員を対象に
調査を行う。その結果をもとに、県内の接続教育
の実態について考察するとともに，教I融専門実習
固において，生徒の外国語活動の経験を生かせる
ような授業を実践する必要がある。
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